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おもな内容 

1 自然地理学とはどんな学問か？ 

2 内的営力による地形の変化 

3 火山噴出物と地形 

4 地表の変化－風化・侵食・土壌化 

5 段丘・丘陵 

6 沖積平野の特徴と形成過程 

7 世界の気候とその成り立ち 

8 身近な気候と人々の暮らし 

9 気候と生物群系 

10 水文環境 

11 気候変動の環境史 

12 海面変動 

13 地震・津波・火山噴火 

14 気象災害 

15 自然地理学を学ぶ意義 

 

自然地理学・地理学の講義に

お薦めします。 
 

ポイントはここ 

●幅広い視野で知識をつなぐ教職・概論・入

門向け新シリーズ。 

●自然地理学の考え方にもとづいて身近な

場所から世界までさまざまなスケールで自然

環境の基本を理解し、人と自然との関わりに

ついて学びます。 

●地球環境問題解決の糸口や自然災害から

命を守るために必要な知識など SDGｓを意識

した内容です。 

 

 

 

 

 

おもな内容 

1 人文地理学とは何か 

2 人口 

3 資源・エネルギー 

4 農林水産業の立地と分布 

5 工業化と経済発展 

6 流通と交易 

7 ネットワークと社会 

8 観光と地域 

9 集落の形態と構造 

10 都市と社会 

11 開発と地域 

12 国土政策・地域政策 

13 環境問題 

14 世界と日本－「国家」の地理－ 

15 地理学と社会 

 

人文地理学・地理学の講義に

お薦めします。 
 

ポイントはここ 

●幅広い視野で知識をつなぐ教職・概論・入

門向け新シリーズ。 

●人口・産業・ネットワーク・観光など人間活

動に伴うさまざまな現象について学ぶことで、

地域の諸問題について考える際の人文地理

学の視点が身に付きます。 

●平易な記述とわかりやすい図版が理解を

助けます。 

 

 

みわたす・つなげる 

自然地理学 
小野映介・吉田圭一郎 編 

定価 2,640円（本体 2,400円+税 10％） 

Ｂ５ 112頁 

ISBN978-4-7722-8120-1 

 

みわたす・つなげる 

人文地理学 
上杉和央・香川雄一・近藤章夫 編 

定価 2,640円（本体 2,400円+税 10％） 

Ｂ５ 112頁 

ISBN978-4-7722-8121-8 

 

https://www.kokon.co.jp/book/b590473.html
https://www.kokon.co.jp/book/b590473.html
https://www.kokon.co.jp/book/b590473.html
https://www.kokon.co.jp/book/b592088.html
https://www.kokon.co.jp/book/b592088.html
https://www.kokon.co.jp/book/b592088.html


 

 

 

 

 

おもな内容 

1．地誌学とは何か 

2．京都を歩く－地誌学事始め 

3．調査の方法－準備から道具，心構えまで 

4．地図の見方・使い方 

5．地域の描き方－地誌へのアプローチ 

6．都市の個性－京都府宇治市 

7．鉱工業都市－茨城県日立市 

8．沿岸域をめぐる環境史－神奈川県川崎市川崎区旧大師河原村 

9．雪と砂泥と共に生きる－青森県津軽平野 

10．石に刻まれた地域らしさ－愛媛県西予市明浜町狩浜地区 

11．世界遺産を地誌する－石見銀山（島根県大田市） 

12．火山と共に生きる人びと－有珠山周辺，北海道 

13．「島」を考える－沖縄県北大東村 

14．河川とともに生きる人びと－ナイル川 

15．フランス・ワインのテロワール 

16．国土を造った人々－オランダ 

17．産業集積の地誌－シリコンバレー今昔物語 

18．アジア・大都市の発展と環境問題 

19．ブラジルにおける自然環境の開発史 

20．巨大ハリケーンに襲われた町－ニューオーリンズ，アメリカ合衆国 

 

地誌学・地理学の講義にお薦

めします。 
 

ポイントはここ 

●「地域」って何？から説き起こし、地図の見

方、地域の描き方、地誌調査の方法につい

て平易に記述。 

●京都市、津軽平野、ナイル川流域、シリコ

ンバレーなど多種多様な地域について知るこ

とで、地誌学の見方・考え方が身に付きま

す。 

 

 

 

 

 

おもな内容 

第１章 グローバル化時代の地理的想像力 

第２章 人文地理学と場所論の系譜 

第３章 「開発」とは何か 

第４章 オセアニアという地域 

第５章 楽園ではないハワイ－ハワイの歴史と文化復興運動 

第６章 アボリジニからみたオーストラリア 

第７章 マオリからみたニュージーランド 

第８章 ミクロネシア、パラオの過去と現在 

第９章 パプアニューギニアという国と社会 

第 10章 ポートモレスビーのセトルメントとチンブー人移住者

の暮らし 

第 11章 ブラックウォーターの人々と「場所」の知 

第 12章 かかわりとしてのフィールドワーク 

第 13章 「風土」から考える 

第 14章 水俣病と風土－分断から再生へ－ 

第 15章 「被災地」の復興と場所・風土の再構築 

 

地誌学・地理学の講義にお薦

めします。 
 

ポイントはここ 

●遠く離れた地域、少数派の人々の存在を

共感的に理解し、リアリティを持って伝える。

それが真の「動態地誌」。 

●パプアニューギニアやパラオなどミクロネ

シア諸国を中心に、著者自身のフィールドワ

ークに根ざした「風土」のとらえ方、「地域」と

の関わり方を学びます。 

 

 

みわたす・つなげる 

地誌学 
上杉和央・小野映介 編 

定価 2,640円（本体 2,400円+税 10％） 

Ｂ５ 120頁 

ISBN978-4-7722-8122-5 

 

つながりの地理学 

マイノリティと周縁からの地誌 

熊谷圭知 著 

定価 3,080円（本体 2,800円+税 10％） 

Ａ５ 214頁 

ISBN978-4-7722-5346-8 

 

https://www.kokon.co.jp/book/b616701.html
https://www.kokon.co.jp/book/b616701.html
https://www.kokon.co.jp/book/b616701.html
https://www.kokon.co.jp/book/b612420.html
https://www.kokon.co.jp/book/b612420.html
https://www.kokon.co.jp/book/b612420.html


 

 

 

 

 

おもな内容 

1：人口（分布と増減、高齢化、人口移動） 

2：都市（都市の内部構造、中心市街地の衰退と居住） 

3：郊外と大都市圏（戦前・戦後の郊外化、構造変容） 

4：小売業（小売業の特性と立地、近年の新たな動向） 

5：サービス業（盛衰と立地、多様化、公共サービス業） 

6：観光（観光資源、遊園地とテーマパーク、世界遺産） 

7：交通（交通の発達と都市構造、規制緩和） 

8：工業（工業立地、４大工業地帯の成立、工業の分散） 

9：国土政策・都市政策（国土政策、都市政策と都市計画、

再開発、景観保全、市町村合併） 

10：エネルギー･資源問題（資源の利用、電力の動向） 

11：地域調査（意義と準備、現地調査） 

12：地形図から見る人間生活（地形と集落、扇状地、河岸段

丘、海岸地形、火山） 

 

人文地理学・地理学の講義に

お薦めします。 
 

ポイントはここ 

●現代日本におけるさまざまな地域事象を取

り上げ、地理学の視点から解説します。 

●高校地理を履修しなかった人を対象に、

知っておいて欲しいテーマと内容を厳選。 

●専門的な議論や用語をなるべく避け、平易

な記述、わかりやすい図版を心がけました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おもな内容 

都市の本質 

第１章  都市問題とは 第２章 都市の歴史 

第３章 都市の構造 第４章 都市の階層 

 

経済の変化 

第５章 グローバリゼーション 第６章 都市工業 

第７章 都市商業  第８章 産業構造の変化 

 

社会の変化 

第９章 都市の衰退 第 10章 都市の再生 

第 11章 都市の社会変動 

 

持続可能性 

第 12章 グリーンシティ 第 13章 都市計画 

第 14章 自然との闘い 第 15章 持続可能な都市 

 

都市地理学・人文地理学の講

義にお薦めします。 
 

ポイントはここ 

●空間構造を把握し都市の本質を理解する

ために最適のテキスト。最新の数値に基づく

主題図など 190 超の図表写真を掲げ、問題

の背景を丁寧に解説。 

●４部１５章（各４節）構成。各節は２ページの

見開きで、基礎的事項の習得に重点をおい

た内容です。 

 

 

現代社会の 

人文地理学 
稲垣 稜 著 

定価 2,200円（本体 2,000円+税 10％） 

Ｂ５ 120頁 

ISBN978-4-7722-3162-6 

 

図説 日本の都市問題 

 
藤塚吉浩 ・高柳長直 編 

定価 2,750円（本体 2,500円+税 10％） 

Ｂ５ 144頁 

ISBN978-4-7722-4197-7 

 

https://www.kokon.co.jp/book/b182838.html
https://www.kokon.co.jp/book/b182838.html
https://www.kokon.co.jp/book/b182838.html
https://www.kokon.co.jp/book/b253280.html
https://www.kokon.co.jp/book/b253280.html
https://www.kokon.co.jp/book/b253280.html


 

 

 

 

 

おもな内容 

１： 世界の自然環境・人文環境 

２： 東アジア（地形と気候、日本、大韓民国、中華人民共和

国、台湾、モンゴル）  

３： 東南アジア（東南アジアの多様性、タイ、ミャンマー、マ

レーシア、シンガポール、インドネシア、東南アジアの環境問

題）  

４： 南アジア・西アジア（言語と宗教、インド、世界に広がる

インド人移民、スリランカ、西アジア）  

５： アフリカ（地形と気候、アフリカの農業、植民地支配の傷

跡、南アフリカ共和国、南スーダン共和国、アフリカは希望の

大地か）  

６： ヨーロッパ・ロシア（地形と気候、ヨーロッパの民族・宗教・

言語、ＥＵ、イギリス、オランダ、バチカン市国、ロシアとその

周辺）  

７： アングロアメリカ（地形と気候、アメリカ合衆国、カナダ） 

８： ラテンアメリカ（地形と気候、メキシコ合衆国、ブラジル、

アンデス山中の高山都市）  

９： オセアニア・ハワイ（オーストラリア、ニュージーランド、フ

ィジー、ハワイ）  

10： 21 世紀がめざす地理学（環境問題の克服へ地理学が

めざすもの、環境教育、開発教育、防災教育） 

 

世界地誌・地理学の講義にお

薦めします。 
 

ポイントはここ 

●各地域別に自然環境の特徴を概説すると

ともに、最新の話題を交えて地域像を理解す

るためのポイントを整理。 

●高校地理の未履修者にも配慮し、理解し

やすい表現を工夫しました。 

 

 

 

 

 

 

おもな内容 

1章 地球のすがた〈わたしたちがいるところ〉 

2章 地球のなりたち〈激動の 46億年をふりかえる〉 

3章 大気のはたらき〈身にまとう変幻自在の「衣」〉 

4章 海洋のはたらき〈「ザ・ブルー・マーブル」の神秘〉 

5章 気 候〈熱と水にはぐくまれて〉 

6章 土壌・植生〈生物と無生物とが足並みをそろえて〉 

7 章 地球史における「最近」の自然変動〈揺らいでいる環境

の実像〉 

8 章 プレートテクトニクス〈ヒビ割れた「ゆで卵」の表面では

何が？〉 

9章 火 山〈息吹く地球の熱き鼓動〉 

10章 地 震〈現代社会の底力を問う試金石〉 

11章 地殻変動〈脈動する大地〉 

12 章 風化・侵食と地形〈飽きない景観のなぜ？をたどっ

て〉 

13章 運搬・堆積と地形〈移ろう水に惑わされて〉 

14章 環境変動と地形発達〈シーソーゲームはいつまでも〉 

15章 自然に生きる〈そのめぐみと災厄と〉 

 

自然地理学・地理学の講義に

お薦めします。 
 

ポイントはここ 

●高校で地理や地学を学んでいない学生、

はじめて自然地理学を学ぶ学生のための

「入門書の入門書」。 

●15章構成で、基本的な自然地理学の知識

や考え方が一本につながるよう記述。地球の

すがたから身近な地域の現象まで、自然地

理学のおもしろさがわかります。 

●第 2版にあたり、土壌・植生の章を新設。 

図説 世界の地誌 

改訂版 
辰己 勝・辰己眞知子 著 

定価 3,080円（本体 2,800円+税 10％） 

Ｂ５ 204頁 

ISBN978-4-7722-4191-5 

 

はじめての自然地理学 

第二版 
吉田英嗣 著 

定価 2,640円（本体 2,400円+税 10％） 

Ｂ５ 118頁 

ISBN978-4-7722-7148-6 

 

https://www.kokon.co.jp/book/b221867.html
https://www.kokon.co.jp/book/b221867.html
https://www.kokon.co.jp/book/b221867.html
https://www.kokon.co.jp/book/b427804.html
https://www.kokon.co.jp/book/b427804.html
https://www.kokon.co.jp/book/b427804.html


 

 

 

 

 

おもな内容 

1章 人文地理学における都市（都市とは／人文地理学における都市研究） 

2章 都市間の結合関係（都市間の結合関係と都市システム／さまざまな地域

スケールでの都市システム） 

3章 都市の内部構造（都市の内部構造モデル／日本の大都市の都心構造／

インナーシティ問題／ジェントリフィケーション） 

4章 都市の商業・サービス業（卸売業の立地特性／小売業の業態別立地特性

／都市における小売業の立地／サービス業） 

5章 都市の工業（戦前の工業化／戦後の工業化／脱工業化時代の工業） 

6章 都市のオフィス立地（オフィスの増加と都心立地／都心のオフィス立地／

郊外のオフィス立地／オフィスの都心回帰） 

7章 都市の交通（都市交通と地域変化／さまざまな公共交通機関） 

8章 都市のエスニック集団（都市の中のエスニック集団の集住／日本におけ

る外国人居住者の増加／国籍別にみた集住地区の特徴／外国の都市におけ

る日本人集住地区） 

9章 大都市圏構造（大都市圏の形成／大都市圏構造の変容／成熟化する郊

外） 

10章 住宅と居住（都市のスプロール／大規模住宅開発／最近の住宅開発） 

11章 都市問題・都市計画（都市問題の発生と都市計画法／都市開発とその

誘導／コンパクトなまちづくり／市町村合併と市町村連携） 

12章 都市を歩く（神奈川県横浜市／岐阜県岐阜市／広島県呉市／福岡県

田川市） 

 

人文地理学・都市地理学の講

義にお薦めします。 
 

ポイントはここ 

●都市の定義から市町村連携まで都市のこ

とがひととおり学べます。 

●専門的な議論や用語をなるべく避け、コン

パクトかつ平易に記述。 

●都市の実態を理解し、都市の見方・考え方

を身に付けるのに最適です。 

 

 

 

 

 

おもな内容 

第 1章 総論 歴史地理学における生活文化研究の意義         

第Ⅰ部 食べる～食文化～ 

第 2章 ツケナの地域的多様性とその変化 

第 3章 水産缶詰製造業の展開からみた日本の魚食文化 

第 4章 在来小蜜柑から温州蜜柑への転換 

第Ⅱ部 暮らす～環境と生業～ 

第 5章 天竜川下流域住民の洪水への備えと対応 

第 6章 江戸時代から明治時代の三浦丘陵における里山の

変化 

第 7章 山梨県丹波山村にみる山村の生活文化 

第 8章 海域利用の垂直的拡大と地域変化 

第Ⅲ部 集う～観光～ 

第 9章 世界遺産飛騨白川村における地域イメージの形成

とその変容 

第 10章 日本における海水浴の受容と海岸観光地の変化 

第 11章 「小江戸」川越の形成と蔵造りの町並み 

第Ⅳ部 遊ぶ～非日常の空間～ 

第 12章 伊賀上野城下町の鎮守社とその祭礼の変化 

第 13章 大崎下島御手洗町における遊廓と地域社会 

第 14章 横須賀における米軍向け歓楽街の形成と変化 

 

地理学・人文地理学・地誌学に

お薦めします。 
 

ポイントはここ 

●日本各地の様々な衣食住のありようを地

理学の視点で考察します。 

●日常の生活や旅先で見かけるものなど親

しみやすいテーマ。 

●環境のちがいに即した多様な生活様式と

その変化を学びます。 

 

都市の人文地理学 

 
稲垣 稜 著 

定価 2,420円（本体 2,200円+税 10％） 

Ｂ５ 124頁 

ISBN978-4-7722-5325-3 

 

生活文化の地理学 

 
小口千明・清水克志 編 

定価 3,080円（本体 2,800円+税 10％） 

Ａ５ 222頁 

ISBN978-4-7722-4211-0 

 

https://www.kokon.co.jp/book/b470940.html
https://www.kokon.co.jp/book/b470940.html
https://www.kokon.co.jp/book/b420401.html
https://www.kokon.co.jp/book/b420401.html


 

 

 

 

 

おもな内容 

第 I部 地域経済の理論 

第１章 地域経済の基礎理論  

第２章 地域経済循環と地域構造 

第 II部 地域経済の実態 

第３章 日本の地域構造と地域経済 

第４章 世界都市東京 

第５章 地方中枢都市：福岡 

第６章 大都市圏の産業集積：神戸と福知山 

第７章 地場産業地域：愛媛県今治地域 

第８章 素材型企業城下町：神奈川県南足柄市 

第９章 自動車工業都市：三重県鈴鹿市 

第 10章 分工場経済：山形県米沢地域  

第 11章 新興工業都市：長崎県諫早市  

第 12章 農業地域 

第 13章 過疎山村地域 

第 III部 地域経済の政策 

第 14章 地域経済政策の基礎理論 

第 15章 地域経済政策の軌跡と展望 

 

人文地理学・地理学の講義に

お薦めします。 
 

ポイントはここ 

●統計データ・図表を最新情報に更新。 

●経済地理学の視点で地域経済を見る際の

基本をふまえ、人・モノ・カネ・情報の地理的

流動について解説。 

●規模・特性の異なるさまざまな地域事例を

掲げ、理論・実態・政策を関連づけることで

地域経済を体系的に理解できます。 

 

 

 

 

 

 

おもな内容 

１部 【理論編】「まちの地理学」の見方・考え方 

1章 まちの内部の特徴をとらえる  

2章 まちの内部の構造をとらえる 

3章 まちの中心性をとらえる 

4章 都市内部構造の中でまちをとらえる 

5章 社会の中でまちをとらえる 

２部 【実践編】まちを歩く・みる・考える 

6章 東京のまち 

1.神田 2.渋谷 3.原宿 4.大久保 5.神楽坂 6.秋葉原 

7章 東京周辺のまち 

1.川崎のまち 2.横浜のまち 

8章 大阪のまち 

1.大阪駅・梅田駅周辺（キタ）のまち 2.難波周辺（ミナミ）のま

ち 3.アメリカ村 4.堀江 5.日本橋 6.鶴橋卸売市場 

9章 地方都市のまち 

1.シャッター街の中からまちの特徴を見出す 2.甲府のまち 

3.木更津のまち 4.三島のまち 5.秩父のまち 6.高松のまち 

7.高知のまち 8.長崎のまち 

 

都市地理学・人文地理学・地理

学の講義にお薦めします。 
 

ポイントはここ 

●「まち」はなぜ面白いのか？ その特徴が

わかる指標とは？ 

●東京・大阪などの大都市、甲府・高松・長

崎などの地方都市を例に「まち」の見方・考え

方を学びます。 

 

 

 

地域経済論入門 

改訂版 

松原 宏 編著 

定価 3,080円（本体 2,800円+税 10％） 

Ａ５ 272頁 

ISBN 978-4-7722-5343-7 

 

まちの地理学 

 
牛垣雄矢 著 

定価 2,860円（本体 2,600円+税 10％） 

Ｂ５ 117頁 

ISBN978-4-7722-8124-9 

 

https://www.kokon.co.jp/book/b603032.html
https://www.kokon.co.jp/book/b603032.html
https://www.kokon.co.jp/book/b603032.html
https://www.kokon.co.jp/book/b610249.html
https://www.kokon.co.jp/book/b610249.html


 

 

 

 

 

おもな内容 

Ⅰ．変わりゆく多様な世界へようこそ 

Ⅱ．ひとつに繋がりゆく世界に生きるわたしたち 

Ⅲ．宗教世界をフィールドから考えてみよう 

Ⅳ．フィールドからみえてくる民族と文化のありかたとは 

Ⅴ．世界の諸地域に暮らす人びとの姿とその課題を学ぼう 

Ⅵ．世界の気候とそこに暮らす人びとの姿を学ぼう 

Ⅶ．衝突する世界の中での生き方をフィールドから考えよう 

Ⅷ．フィールドから考える地球的課題（1）自然環境編 

Ⅸ．フィールドから考える地球的課題（2）社会環境編 

Ⅹ．フィールドワークから考える SDGs 

 

世界地誌・地球環境学の講義

にお薦めします。 
 

ポイントはここ 

●50 名の地域研究者が世界各地でのフィー

ルドワークをもとに《変わりゆく多様な世界》の

とらえ方を伝授。 

●民族によって異なる文化や宗教、人と情報

の移動、自然と社会を脅かす地球的課題な

ど 60 のエピソードに触れることでグローバル

な見方・考え方が身に付きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おもな内容 

第 1部 基礎知識と前準備 

1-1 GISの基礎・活用 1-2 GISで扱う空間データ 

1-3 座標参照系（CRS） 1-4 QGISの準備 

1-5 R と RStudioの準備 1-6 GeoDaの準備 

第 2部 基礎事例［使用ソフト］ 

2-1 人口分布図の作成［QGIS］ 2-2 高齢者分布と医療

施設［QGIS］ 2-3 保育所の立地分析［QGIS］ 

第 3部 応用事例［使用ソフト］ 

3-1 地震リスクと地価［QGIS と R］  

3-2 水害リスクと地価［QGIS と R］ 

3-3 母子世帯の空間クラスター［GeoDa と QGIS］  

3-4 建物と道路の位置関係に基づく市街地構成の分析：ボ

ロノイ分割の応用 ［QGIS］  

3-5 高速道路開業と雇用水準の変化［R］ 

付録 1：e-Stat 国勢調査（小地域）の統計データと境界デー

タの結合［QGIS］ 

付録 2：Rによる事例の実践［オンライン教材］ 

 

ＧＩＳ基礎・地域情報分析の講

義にお薦めします。 
 

ポイントはここ 

●3種類のフリーソフト（QGIS, R, GeoDa）を

使い、多くの自治体で実際に起きている課題

を事例に GISの基礎と活用法を学びます。 

●演習用データを使った独習も可能。課題に

応じて分析手法と使用ソフトを使い分けるこ

とで、確かな応用力が身に付きます。 

 

 

フィールドから地球を

学ぶ 
横山 智・湖中真哉・由井義通・綾部 

真雄・森本 泉・三尾裕子 編 

定価 3,300円（本体 3,000円+税 10％） 

Ｂ５ 138頁 

ISBN978-4-7722-7155-4 

 

事例で学ぶ経済・政策

分析のためのＧＩＳ入門 
河端瑞貴 編著 

定価 3,850円（本体 3,500円+税 10％） 

Ｂ５ 184頁 

ISBN978-4-7722-4230-1 

 

https://www.kokon.co.jp/book/b621043.html
https://www.kokon.co.jp/book/b621043.html
https://www.kokon.co.jp/book/b621043.html
https://www.kokon.co.jp/book/b610691.html
https://www.kokon.co.jp/book/b610691.html
https://www.kokon.co.jp/book/b610691.html


 

 

 

 

 

おもな内容 

第 1章 GIS と経済・政策分析 

第 2章 空間データの選択・入手方法 

第 3章 ArcGIS Proの基礎 

第 4章 空間参照と座標系 

第 5章 空間データの選択・検索 

第 6章 空間データの加工：ジオプロセシングツール 

第 7章 テーブルデータの操作・演算・結合 

第 8章 空間データの活用：国土数値情報 

第 9章 空間データの活用：e-Stat国勢調査 

第 10章 空間データの活用：e-Stat経済センサス 

第 11章 ジオコーディング：住所情報からポイントデータを作

成 

第 12章 レイアウトと地図の作成 

第 13章 3Dマップの作成 

 

地域分析・都市経済政策・ＧＩＳ

実習の講義にお薦めします。 
 

ポイントはここ 

●GIS を用いた空間データ分析の基礎が学

べるテキスト。 

●ダウンロードデータや演習用データを用い

て、データの加工や地図作成、テーブルデー

タの編集など一つ一つの手順を丁寧に解

説。 

●初版の内容を ArcGIS Proやデータダウン

ロードサイトなどの更新に合わせて改訂しまし

た。 

 

 

 

 

 

 

おもな内容 

第 1章 MANDARAをはじめよう！ 

第 2章 付属地図ファイルで白地図を作ろう 

第 3章 都道府県別の統計地図と表現方法 

第 4章 市区町村別の統計地図を作ろう 

第 5章 国別の出生率を地図化しよう 

第 6章 駅別乗車人員を地図化しよう 

第 7章 国土数値情報のシェープファイルを使おう 

第 8章 点データの読み込みとジオコーディング 

第 9章 メッシュデータを地図化しよう 

第 10章 国勢調査の小地域データを地図化しよう 

第 11章 マップエディタで地図ファイルを作ろう 

 

地域統計学・地図学実習・GIS

実習の講義にお薦めします。 
 

ポイントはここ 

●統計データの入手、EXCELを使ったデータ

の加工から地図化まで、一つ一つの手順を

丁寧に説明。 

●ソフトに付属の地図ファイルを使うことで、

簡単に統計地図が作れます。 

●マップエディタを使った土地利用図の作成

手順を増補。 

 

 

 

 

二訂版 経済・政策分析の

ための GIS入門 １：基礎 

河端 瑞貴 著 

定価 2,860円（本体 2,600円+税 10％） 

Ｂ５ 146頁 

ISBN978-4-7722-3199-2 

 

フリーＧＩＳソフトＭＡＮＤ

ＡＲＡ１０入門 増補版 
谷 謙二 著 

定価 2,750円（本体 2,500円+税 10％） 

Ｂ５ 146頁 

ISBN978-4-7722-8123-2 

 

https://www.kokon.co.jp/book/b603386.html
https://www.kokon.co.jp/book/b603386.html
https://www.kokon.co.jp/book/b603386.html
https://www.kokon.co.jp/book/b596792.html
https://www.kokon.co.jp/book/b596792.html
https://www.kokon.co.jp/book/b596792.html


 

 

 

 

 

おもな内容 

第 1 部 QGIS の基本操作（QGIS を使ってみよう／QGIS の

各種機能／GIS の基本／座標参照系／ベクタデータ／ラス

タデータ／その他のデータソース／地図作成と出力） 

 

第2部 解析ツールと外部連携（デフォルトで用意されている

各種機能／プラグイン） 

 

第 3 部 QGIS による空間情報解析事例（オープンデータを

使った空間情報解析／ニホンザルの行動圏と環境選択／

新型コロナウイルス感染者数の変化を視覚化／地図アプリ

を用いた屋外での活用とデータ収集） 

 

第 4 部 付録（QGIS のインストール方法／QGIS 関連ウェブ

サイト） 

 

ＧＩＳ入門・地理情報処理の講

義にお薦めします。 
 

ポイントはここ 

●大人気のフリーGIS ソフト「QGIS」の基本操

作＆事例集。QGISバージョン 3.16対応。 

●QGISの基本的な機能を使った初歩的な

地理空間情報解析や地図作成の手順を丁

寧に説明。 

●バージョンアップで追加・強化された機能

についても解説します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

おもな内容 

第 1部 基本概念 

第 1章 GIS と地理空間情報の概要  第 2章 座標系 

第 2部 地理空間情報の入手と地図化 

第 3章 基盤地図情報のダウンロードと地図化 

第 4章 国勢調査データのダウンロードと地図化 

第 5章 標準地域メッシュ統計のダウンロードと地図化 

第 6章 国土数値情報のダウンロードと地図化 

第 7章 Web版タウンページを用いたコンビニの分布図作成 

第 3部 空間分析の基本技術 

第 8章 座標変換 第 9章 空間データの結合 第 10章 バッファー 

第 11章 地図データへの属性データの結合 第 12章 検索 

第 13章 オーバーレイ 第 14章 面積按分と統計情報 

第 15 章 距離バンドとボロノイ分割 第 16 章 カーネル密度推定を用

いたコンビニの空間分析 第 17章 フィールド演算の応用 

第 18章 ArcGIS Proのモデルビルダー 

第 4部 高度な情報利用 

第 19章 ハンディ GPSを用いたデータ作成と可視化 第 20章 地図

画像からのベクターデータ作成 第 21章 地理院地図の利用 

第 22章 数値標高モデルを利用した地形の 3D表示 

第 23 章 PLATEAU 都市モデルの利用 第 24 章 3D アニメーション

の作成 第 25章 津波ハザードマップの作成 

第 26章 衛星画像の利用 第 27章 風のベクトル場表示 

 

GIS実習・地理情報処理の 

講義にお薦めします。 
 

ポイントはここ 

●ArcGIS Pro3.0に対応。五訂版で ArcMap

を用いていた内容を再構成しました。 

●国勢調査、メッシュ統計、国土数値情報な

ど無料でダウンロードできるデータを事例に

GISの基礎と空間データの活用を学びます。 

 

ＱＧＩＳ入門 第 3版 

 
今木洋大・伊勢 紀 編著 

定価 3,630円（本体 3,300円+税 10％） 

Ｂ５ 272頁 

ISBN978-4-7722-3197-8 

 

六訂版 

GIS と地理空間情報 
ArcGIS Pro 3.0の活用 

橋本雄一 編 

定価 3,300円（本体 3,000円+税 10％） 

Ｂ５ 192頁 

ISBN978-4-7722-4229-5 

 

https://www.kokon.co.jp/book/b600368.html
https://www.kokon.co.jp/book/b600368.html
https://www.kokon.co.jp/book/b613136.html
https://www.kokon.co.jp/book/b613136.html
https://www.kokon.co.jp/book/b613136.html
https://www.kokon.co.jp/book/b613136.html


 

 

 

 

 

おもな内容 

第Ⅰ部 地球環境システム  第 1章 地球環境システムとは何か 

第 2章 地球環境学の見方・考え方：地球環境の調査・診断法  第 3章 空か

ら地球環境を俯瞰する  コラム 地球温暖化に関する IPCC レポート 

第Ⅱ部 大気・海洋システム  第 4章 地球大気の運動  第 5章 

メソ気象と微気象 第6章 気候の季節変動と年々変動：気候変動とモンスーン 

第 7章 海 洋  コラム 人間活動が引き起こす大気汚染 

第Ⅲ部 水循環システム  第 8章 水循環システムとは何か 第 9章 

土地利用が水循環を変える：植生と水循環 第 10章 人間活動が水環境を変

える：水質形成と汚染 

第Ⅳ部 地形システム  第 11章 地形は変化する(1)：風化 第 12章 

地形は変化する(2)：侵食・マスムーブメント 第 13章 地形は変化する(3)：運

搬・堆積 第 14章 気候が地表環境を変える コラム ジオパークで地形を読

み解く    

第Ⅴ部 人間環境システム  第15章 人間による環境の改変と破壊 

第 16章 環境の認知：イメージ・場所  第 17章 人間と環境システム：人文地

理学の基本的視点    

第Ⅵ部 人文地域システム  第 18章 地域をどう考えるか 第 19章 

地域は結びつく 第 20章 地域構造と変化 コラム オーストラリアの都市 

第Ⅶ部 地球環境学の課題  第 21章 温暖化で地球環境システム

が変わる 第 22章 激甚災害とその予測 第 23章 水不足で生じる諸問題 

第 24章 人口増加と自然災害 第 25章 持続可能な地球環境の構築に向け

て 

地球環境学・自然地理学・環境

系の講義にお薦めします。 
 

ポイントはここ 

●地球環境科学の体系的な教科書。自然環

境システムから GIS を含む地域システムまで、

自然・人文の垣根を超えて地球環境を総合

的に理解できるテキストです。 

●災害・環境問題・GIS などの最新情報を盛

り込んで、大幅改訂しました。 

 

 

 

 

 

おもな内容 

序章 地形でとらえるための備えとして 

地形の大きさ／地形の形成時間 

第 1章 低地編：危険と隣り合わせの人間活動の舞台 

1．はじめに 2．「低地」を構成する地形（沖積平野、海岸平

野） 3．沖積低地のでき方 4．沖積低地における自然災害

と土地利用（自然災害，土地利用）                       

第 2章 台地編：失われゆく平坦面で行われる多様な人間

活動 1．はじめに 2．段丘とそのでき方（海岸段丘，河岸段

丘） 3．段丘における土地利用と防災（自然災害，土地利用） 

4．その他の台地（カルスト台地，火砕流台地）                    

第 3章 丘陵編：里山と新しい街並みの舞台 

1．はじめに 2．丘陵を構成する小地形・微地形（尾根部を

つくる小地形，丘腹部をつくる小地形，谷部をつくる小地形，

丘陵谷頭にみられる微地形 3．丘陵と人のかかわり（里山

景観と丘陵の地形，高度成長期以降の変化）                

第 4章  火山･地震編：変動帯ならではの地形と人の営み 

1．はじめに 2．変動帯にみられる地形（火山の凸地形と凹

地形，地震の繰り返しを記録した地形 3．変動帯「日本」で

注意したい脅威（火山の脅威，地震の脅威） 4. 変動帯「日

本」における暮らし（火山の恩恵，地震の恩恵）           

 

自然地理学・地域と環境の講

義にお薦めします。 
 

ポイントはここ 

●多くの人の生活の舞台である低地・台地・

丘陵を対象に、地形のでき方、地形と地域の

環境、暮らしとのつながりについてやさしく解

説。 

●はじめて学ぶ学生に配慮し、なるべく平易

な用語を用いました。 

 

地球学シリーズ 1 

改訂版 地球環境学 
松岡憲知・田中 博・杉田倫明・ 

八反地 剛・松井圭介・呉羽正昭・ 

加藤弘亮 編 

定価 3,080円（本体 2,800円+税 10％） 

Ｂ５ 122頁 

ISBN978-4-7722-5319-2 

 

地形でとらえる 

環境と暮らし 
西城 潔・藤本 潔・黒木貴一・ 

小岩直人・楮原京子 著 

定価 2,420円（本体 2,200円+税 10％） 

Ａ５ 90頁 

ISBN978-4-7722-5336-9 

 

https://www.kokon.co.jp/book/b524918.html
https://www.kokon.co.jp/book/b433141.html
https://www.kokon.co.jp/book/b433141.html
https://www.kokon.co.jp/book/b433141.html
https://www.kokon.co.jp/book/b524918.html
https://www.kokon.co.jp/book/b524918.html


」 

 

 

 

 

おもな内容 

第１章：気候とは（気候の定義，気候の表現法，気候システム） 

第２章：世界の気温（大気上端で太陽から受容するエネルギー 

地表での「正味の」エネルギー，世界の気温分布） 

第３章：世界の気圧・風（風の吹き方，大気の大循環，世界の気

圧・風の分布，世界の海流，東岸気候と西岸気候） 

第４章：世界の降水量（雨の降り方，世界の降水量分布） 

第５章：世界の気候区分（気候区分とは，成因的気候区分，結

果的気候区分） 

第６章：日本の気候（世界全体からみた日本の気候，日本の気

候を特徴づける要因，温帯低気圧以外の降水要因，日本の気

候区分） 

第 7章：変わってきた気候（第四紀の気候変動と氷河性海面変

動，沈水と離水，最終氷期の気候，沖積平野と気候変化，後氷

期，観測時代の気候） 

第８章：異常気象と変わりつつある気候（異常気象，地球温暖

化，ヒートアイランド現象，砂漠化・植生破壊） 

 

気候学・自然地理学の講義に

お薦めします。 
 

ポイントはここ 

●最新データにもとづくケッペン気候区分図、

世界の平均気温図、年降水量図を新たに掲

載。「わかりやすさ」にこだわりました。半期の

講義に最適。 

●重要な情報をセレクトして掲載した図版は、

見やすく、書き込みや机上の作業も可能。各

章ごとに「学習目標」「まとめ」「理解度チェッ

ク」「キーワード」「研究課題」があり理解を助

けます。 

 

 

 

 

 

おもな内容 

Ⅰ 新旧地形図を比較して読む 1.農業用水の開発と農業的土地利

用の変化を読む 2.産業の発達と地形の改変を読む 3.治水対策と地

形の変化を読む 4.ため池の改廃と保全を考える 5.海岸の地形と高

潮の関係を読む 

Ⅱ 地形図から新たな図をつくる 6.水系図をつくる 7.断面図をつくる 

8.標高値からブロックダイヤグラムをつくる 9.土地利用図をつくる 

Ⅲ 統計値からグラフを作成する 10.ハイサーグラフの作成 11.内陸

と海岸の気候を比較する 12.国勢調査を利用した人口ピラミッドの作

成 13.性比と高齢化率の散布図の作成 14.出荷額と販売額の散布

図の作成 

Ⅳ 統計地図を描いて考える 15.日本の工業分布を考える  16.ブラ

ジル人の分布を考える 17.都市圏の人口流動を考える 18.日韓の航

空流動を考える 

Ⅴ データから分布図をつくる 19.大型店の分布状況を知る 20.事業

所の分布図をつくる 21.公示地価の等値線図をつくる 22.ボロノイ分

割図をつくる 

Ⅵ 空中写真から地形を読む 23.空中写真の実体視 24.アナグリフ

による地形実体視―養老山地東麓の扇状地 25.アナグリフによる地

形実体視―地形の人工改変と都市開発 

 

地理学の講義にお薦めします。 
 

ポイントはここ 

●基礎から学べるワークブック。２５のテーマ

を見開きで解説。うち１頁には作業課題で、

切り取って提出するミシン目入り。 

●基礎的・現代的なテーマを精選。具体的

な作業＆レポートを通じて地理学の基礎をマ

スターできます。 

 

地理学演習帳 

 
内田和子・寄藤 昂 編 

定価 1,980円（本体 1,800円+税 10％） 

Ａ４ 54頁 

ISBN978-4-7722-5245-4 

 

やさしい気候学 第 4版 
気候から理解する世界の自然環境 

 

仁科淳司 著 

定価 2,860円（本体 2,600円+税 10％） 

Ａ５ 152頁 

ISBN 978-4-7722-8511-7 

 

https://www.kokon.co.jp/book/b165297.html
https://www.kokon.co.jp/book/b165297.html
https://www.kokon.co.jp/book/b439128.html
https://www.kokon.co.jp/book/b439128.html
https://www.kokon.co.jp/book/b439128.html


 

 

 

 

 

おもな内容 

第１章 ジオグラフィーの基礎 1 自然環境と人間社会 2 日

本を縮める新幹線 3 分布図でみるオーストラリア 4 選挙に

みる地理学 5地図にみる平安京と平城京 6人々の行動を

分析する 7 頭のなかの地図 8 地図は語る 9 人はいかに

分布するか 10人は移動する 

第２章 都市の問題を考える 11 都市の内部に構造をみる 

12 郊外は成長しうるか？ 13 モータリゼーションは地域を変

える 14 東京一極集中はすすむ 15 都市は気候を変える 

16阪神・淡路大震災が教えたこと 

第３章 グローバリゼーション 17 サッカーにみる地理学 18

アジア新時代 19航空機は世界をめぐる 20農林水産物を

外国に依存する日本 21石油は世界をめぐる 22ヨーロッパ

の「中心」と「周辺」 

第 4章 さまざまな産業そして地域開発 23新しい観光形態

の誕生 24世界遺産と持続する観光 25観光まちづくり 26 

日本の商業が急変する 27 工業の立地が変わる 28 農業

は変わる 29 カリーの秘密 30 フィリピンの地域開発政策 

31アフリカの農村と食料問題 

 

地理学・人文地理学の講義に

お薦めします。 
 

ポイントはここ 

●トピックスで学ぶ地理学の見方・考え方。 

現代の日本・世界、都市を題材に３１のテー

マを設定。通年でも半期でも、講義に合わせ

て自由な組み換えが可能です。 

●講義しやすい１テーマ２～４ページ構成。 

たくさんの図・表・写真が理解を助けます。 

 

 

 

 

 

 

おもな内容 

第Ⅰ部 世界地理の教育 

地理総合時代の世界地理学習／地理教育の 30 年と世界

地理学習／世界地理学習のあり方／克服すべき課題 

第Ⅱ部 現代の世界 

現代世界の構造／地 図／地球環境問題／持続可能な開

発のための教育（ESD） 

第Ⅲ部 世界の諸地域 

1.アジア 中国／韓国・朝鮮／ASEAN 諸国／インド／西ア

ジア 

２．アフリカ アフリカの飢餓と貧困／アフリカ東部の国々／

アパルトヘイト後の南アフリカ 

３．ヨーロッパ EU：統合と分離／移民・難民／ヨーロッパの

環境政策／ヨーロッパの産業／ヨーロッパとロシア 

４．北アメリカ アメリカの工業／アメリカの農業／アメリカ社

会の理想と現実 

５．中南アメリカ ラテンアメリカ／ブラジル／ペルー／カリブ

海と中米 

６．オセアニア オーストラリア／太平洋の島々 

 

地理学・外国地誌の講義にお

薦めします。 
 

ポイントはここ 

●対立と協調に揺れる世界の何をどう教えれ

ば良いのか。 

●第Ⅱ部では主題別に、第Ⅲ部では地域別

に、世界を捉えるポイントを提示。 

●SDGs の達成に不可欠な“世界の見方・考

え方”を育てます。 

 

 

改訂新版 

ジオグラフィー入門 
高橋伸夫・谷内 達・阿部和俊 

佐藤哲夫・杉谷隆 編 

定価 2,750円（本体 2,500円+税 10％） 

Ｂ５ 166頁 

ISBN978-4-7722-3118-3 

 

授業のための 

世界地理【第 5版】 
地理教育研究会 編 

定価 2,860円（本体 2,600円+税 10％） 

Ｂ５ 148頁 

ISBN978-4-7722-4218-9 

 

https://www.kokon.co.jp/book/b147976.html
https://www.kokon.co.jp/book/b147976.html
https://www.kokon.co.jp/book/b147976.html
https://www.kokon.co.jp/book/b548615.html
https://www.kokon.co.jp/book/b548615.html
https://www.kokon.co.jp/book/b548615.html


 

 

 

 

 

おもな内容 

1．観光学と観光地理学 観光の定義／観光の歴史的展開／観光に関する

11のフォーカス／観光学と観光学への 11のアプローチ／観光地理学とその手

法 

2．世界の観光資源 

観光資源とは／観光対象と観光施設／世界の観光資源 

3．日本の観光地域 

日本の観光資源／自然遺産：小笠原諸島／観光地京都：特殊性と課題／富士

山：信仰と芸術 

4．東アジアの観光地域 大韓民国（韓国）／中華人民共和国／台湾 

5．東南アジアの観光地域 

東南アジアの多様性／マレーシア／ミャンマー／シンガポール／タイ／インドネ

シア 

6．南アジアの観光地域 インド／スリランカ 

7．アフリカの観光地域 

アフリカの世界遺産／エジプト・アラブ共和国／エスワティニ王国／レソト王国 

8．ヨーロッパの観光地域 

ヨーロッパの概要／イギリス／スイス／フランス／イタリア／スペイン 

9．アングロアメリカの観光地域 アメリカ合衆国／カナダ 

10．ラテンアメリカの観光地域 ラテンアメリカの観光地／メキシコ 

11．オセアニアの観光地域 

オーストラリア／ニュージーランド／フィジー 

12．観光地理学の可能性と課題 

インバウンド観光に揺れる「国境の島」対馬／地球温暖化の影響／新型コロナ

ウイルスの危機に震える世界 

 

観光地理学・地誌学の講義に

お薦めします。 
 

ポイントはここ 

●世界各地に存在する観光地域の特徴をコ

ンパクトに解説。 

●風土に根ざした多様な観光資源を知ること

は SDGsの実現につながります。 

 

 

 

 

 

 

おもな内容 

序章： 立地論の基礎概念と系譜  

第１部： 立地論の基礎  

１：農業立地論の基礎と応用  ２：工業立地論の基礎と応用  

３：中心地理論の基礎と応用 ４：オフィス立地と都市システム

論 ５：集積の理論  ６：空間経済学  

第２部： 立地論の応用  

７：現代工業の立地調整と進化経済地理学  ８：グローバリ

ゼーションと多国籍企業の立地  ９：知識フローと地域イノベ

ーションの新展開  10：商業立地の刷新と中心市街地の衰

退問題  11：創造性と文化産業の立地－アニメ産業を例に

－  12：少子高齢化社会と福祉サービスの立地  13：環境

問題と立地論  

終章：現代立地論の課題 

 

経済地理学・人文地理学・地域

システム論の講義にお薦めしま

す。 
 

ポイントはここ 

●低炭素でコンパクトな社会を築くために、

あらゆる分野において新しい立地政策が求

められています。 

●古典とされる理論から最新理論まで立地

論の基礎とともに，さまざまな現代的課題へ

の応用について解説します。 

●各章末に演習課題付き。 

 

現代の立地論 

 
松原 宏 編著 

定価 3,080円（本体 2,800円+税 10％） 

Ａ５ 230頁 

ISBN978-4-7722-3149-7 

 

世界の観光地域 

 
辰己 眞知子 著 

定価 2,970円（本体 2,700円+税 10％） 

Ｂ５ 156頁 

ISBN978-4-7722-4222-6 

 

https://www.kokon.co.jp/book/b146831.html
https://www.kokon.co.jp/book/b146831.html
https://www.kokon.co.jp/book/b564335.html
https://www.kokon.co.jp/book/b564335.html


 

 

 

 

 

おもな内容 

第 1章 現代の農村 

第 2章 農村地理学とは 

第 4章 グローバル化と農村 

第 5章 戦後日本の地域構造の変化と農村の変貌 

第 6章 現代の食と農 

第 7章 農業の変貌と農業地域の変動 

第 8 章 グローバル化時代の農業地域の変動 

第 9章 日本の農業と農村の変貌－地域編 

第 10章 農村の環境問題 

第 11章 農村の景観保全と景観づくり 

第 12章 農村問題と農村政策Ⅰ－中山間地域の変化と問

題の構造 

第 13章 農村問題と農村政策Ⅱ－持続可能な中山間地域

に向けて 

 

人文地理学・経済地理学の講

義にお薦めします。 
 

ポイントはここ 

●農村との接点がほとんどない学生が日本

の農村の現状と課題を理解するための材料

を提供。 

●コミュニティから地域・国・グローバルに至

る幅広い空間スケール、長い歴史の上にある

現代の農村を多面的に捉える視点が特徴で

す。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

おもな内容 

第１部：自然を活かす  

１．風を活かしたまちづくりを目指す：長野市  ２．克雪から利雪へ：新潟県長岡

市  ３．名水を活かしたまちづくり：盛岡市鉈屋町・大慈寺町  ４．世界遺産か

ら考える持続可能な地域づくり：鹿児島県屋久島町  ５．オープンスペースのあ

るスローライフ：米国ボルダー市  

第２部：農と食を活かす  

１．企業による農業と地域づくり：徳島県勝浦郡上勝町  ２．集落営農と６次産

業化の地域づくり：広島県東広島市河内町  ３．二次的自然の保全からの地

域づくり：島根県大田市・徳島県阿南市  ４．食と農のまちづくり：東京都世田

谷区  

第３部：都市を活かす  

１．国際港湾都市を目指す「みなとまちづくり」：岩手県大船渡市  ２．都市再生

をまちづくりに取り入れる： 福島市  ３．「こわれない」を目指す下町のまちづく

り：東京都墨田区  ４．集散市場としての機能を活かした地域づくり：フィリピン・

バギオ市  

第４部：歴史とアイディアを活かす  

１．文化遺産の修復から広がる観光まちづくり：埼玉県熊谷市  ２．城下町の記

憶を活かしたまちづくり：埼玉県行田市  ３．町なかに賑わいを取り戻す：北海

道函館市  ４．地域ブランディングによる離島の観光まちづくり：沖縄県石垣市  

第５部：人を活かす  

１．人口減少する地方都市における若者たちの挑戦：茨城県日立市  ２．学生

と地域の交流による地域づくり：福島県いわき市  ３．ジオパークを核とした住

民主導の地域づくり：東京都大島町   

 

人文地理学・まちづくりの講義

にお薦めします。 
 

ポイントはここ 

●地域資源を活用したまちづくりの具体例を

紹介しながら、魅力ある観光まちづくりについ

て考察。   

●地域の何に注目すればよいか、地域の見

方・調べ方が身に付きます。 

地域づくり叢書 2 

地域資源とまちづくり 
 

片柳 勉・小松陽介 編著 

定価 3,080円（本体 2,800円+税 10％） 

Ａ５ 228頁 

ISBN978-4-7722-5270-6 

 

現代農村の地理学 

 
岡橋秀典 著 

定価 2,860円（本体 2,600円+税 10％） 

Ｂ５ 126頁 

ISBN978-4-7722-3194-7 

https://www.kokon.co.jp/book/b146841.html
https://www.kokon.co.jp/book/b146841.html
https://www.kokon.co.jp/book/b146841.html
https://www.kokon.co.jp/book/b529275.html
https://www.kokon.co.jp/book/b529275.html


 

 

 

 

 

おもな内容 

1．九州・沖縄地方：豊かな自然環境・資源の活用と保全（自

然環境と災害／沖縄のサンゴ礁と保全／沖縄の観光と世界

遺産／八幡製鐵所と筑豊・三池炭鉱／工業地域の変化／

南九州の畜産業） 

2．中国・四国地方：都市村落の暮らしを支える地域の力（人

口変動／中核都市 広島／地方都市 坂出／中間村地域 

梼原／広島湾のカキ養殖／瀬戸内工業地域／文学と歴史

の観光都市 松山） 

3．近畿地方：歴史がもたらす文化と産業（京都の食文化／

古都の文化遺産／京の伝統産業／伊根町の活性化／大阪

大都市圏／阪神工業地域／多文化共生都市 神戸） 

【概説】日本の地形／環境問題／人口の地域問題／地域の

変遷／日本の観光地 

【コラム】日本の国土／公害のまちから生まれ変わった水俣

市／地域区分／WebGIS／中国・四国地方の教材化／日本

の文化的景観／分布図を描く／統計の探索  

 

地誌学・地理学の講義にお薦

めします。 
 

ポイントはここ 

●現代日本の諸地域を理解するためのテキ

スト。各地方の特徴を表すテーマを副題に掲

げ、各々の題材について解説。 

●日本全体を扱った【概説】や関連した【コラ

ム】を挟むことで、より幅広い知識が身につき

ます。 

 

 

 

 

 

 

おもな内容 

1．中部地方：産業の多様性（自然と災害／愛知の自動車工

業／中山道の工業化／中央高地の野菜・果樹産地／海野

宿の伝統的町並み景観／新潟県の地場産業） 

2．関東地方：他地域との結びつき（東京の中心性／大都市

内の人口問題／中心商店街 銀座／大都市工業／茨城県

の野菜産地／宇都宮市の都市化と商業） 

3．東北地方：風土が育む生活文化（ヤマセ／東北の米づく

り／宮古の漁業／青森農村女性のむらおこし／盛岡の伝統

芸能／仙台の都市化） 

4．北海道地方：自然環境の克服と挑戦（開拓都市札幌の発

展と変容／別海町 酪農の発展／北洋漁業と水産資源／

工業開発／美瑛 観光の国際化と自然景観／夕張 石炭産

業とまちの再生） 

【概説】日本の工業／市町村合併／日本の商業地域／日本

の農林水産業／日本の気候 

【コラム】広域周遊観光／東京の空 航空路線／東北太平

洋沖地震による津波と被害 

 

地誌学・地理学の講義にお薦

めします。 
 

ポイントはここ 

●各地方の特徴を表すテーマを副題に掲げ

ることで、地域性がひとめで理解できます。 

●日本全体を扱った【概説】をあわせて学ぶ

ことで、より幅広い知識が身につきます。 

 

 

東京学芸大学地理学会シリーズⅡ 

第 1巻 

日本をまなぶ 西日本編 

上野和彦・本木弘悌・立川和平 編 

定価 3,080円（本体 2,800円+税 10％） 

Ｂ５ 126頁 

ISBN978-4-7722-5300-0 

 

 

東京学芸大学地理学会シリーズⅡ 

第 2巻 

日本をまなぶ 東日本編 

上野和彦・本木弘悌・立川和平 編 

定価 3,080円（本体 2,800円+税 10％） 

Ｂ５ 126頁 

ISBN978-4-7722-5301-7 
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https://www.kokon.co.jp/book/b313506.html
https://www.kokon.co.jp/book/b313506.html


 

 

 

 

 

おもな内容 

第１章： 世界の国々と地理学習  

第２章： アジア・オセアニアを調べる  

第３章： ヨーロッパを調べる 

第４章： アフリカを調べる 

第５章： 南北アメリカを調べる 

 

教職の地理学・地誌・教科教育

法の講義にお薦めします。 
 

ポイントはここ 

●世界地理におけるさまざまな着目点を学ぶ

ことで、より柔軟な世界のとらえ方が身に付き

ます。 

●教科書にでてくる国々を事例としているた

め、学生にも親しみやすく、理解度が高まりま

す。 

●同じ国を異なる視点で調べさせたり、同じ

視点で複数の国々を調べさせるなど、レポー

ト課題としても最適。 

 

 

 

 

 

 

 

 

おもな内容 

【第Ⅰ部 WebGISの利用】 

1．地理院地図で知る日本 

2．授業で役立つ Web地図サービス 

3．電子国土基本図による地形の読図 

4．手軽に授業で使える GISカード 

5．世界が抱える課題 

6．時空間情報システムを用いた地理学習 

【第Ⅱ部 地理空間情報の活用】 

7．身近な地域の学習における GISの利用 

8．基盤地図情報を利用した白地図の作成 

9．地域統計データの可視化 

10．メッシュデータを用いた将来予測人口の推移分析 

11．集落データを利用した農村地域の実態把握 

12．旧版地形図を利用した土地利用変化の把握 

13．野生動物の目撃データを利用した動物の行動圏と環境

特性の把握 

14．国土数値情報を利用したハザードマップの作成 

 

ＧＩＳ入門・ＧＩＳ実習の講義にお

薦めします。 
 

ポイントはここ 

●GISに初めて触れる初心者から GISがちょ

っと使える初級者向けテキスト。 

●第Ⅰ部では「地理院地図」を使うコツやさ

まざまな Web 地図サービスなど、すぐに見ら

れてすぐに使える WebGISを紹介。 

●第Ⅱ部では地域調査や特性把握のための

地理空間情報の活用法やフリーGIS ソフトを

使った地図化の手順を解説します。 

地理空間情報を活かす 

授業のためのＧＩＳ教材 改訂版 

地理情報システム学会 教育委員会 編 

定価 2,860円（本体 2,600円+税 10％） 

Ｂ５ 110頁 

ISBN978-4-7722-5341-3 

 

東京学芸大学地理学会シリーズ４ 

世界の国々を調べる
改訂版 

矢ヶ崎典隆・椿 真智子 編 

定価 3,080円（本体 2,800円+税 10％） 

Ｂ５ 158頁 

ISBN978-4-7722-4152-6 
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おもな内容 

第 1部 入門編 

第 1章 GISの基本概念 

第 2章 基盤地図情報の可視化  

第 3章 地域社会情報の可視化 

第 4章 地域の歴史と文化財に関する分析 

第 5章 地域における商業の分析 

第 6章 観光振興の空間的な定量評価 

第 2部 応用編 

第 7章 都心居住と土地利用の評価 

第 8章 歩いて暮らせるまちの検証 

第 9章 安全安心まちづくりの検証 

第 10章 越境地域連携事業の空間ネットワーク分析 

付録 1 QGISのインストール 

付録 2 PostgreSQLデータベースのインストール 

付録 3 SQL言語の概要 

 

ＧＩＳ実習・ＧＩＳ演習・地域分析

の講義にお薦めします。 
 

ポイントはここ 

●フリーの空間情報データベース「PostGIS」

の GISへの活用を解説した初めての本。 

●入門編ではフリーＧＩＳソフトＱＧＩＳを使った、

データ処理と地図作成・地域分析の基本を

演習方式で解説。応用編では行政施策の検

証等をテーマに，PostGISを用いた様々な分

析方法を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

おもな内容 

1 地理情報科学 

2 地理情報システムと地理情報科学の歴史 

3 空間的思考と GIS 4 空間事象のモデル化と形式化 

5 測量 6 リモートセンシングとその解析 

7 既存データの地図データと属性データ 

8 空間データ 9 空間データベース 

10 空間データの統合・修正 11 基本的な空間解析 

12 ネットワーク分析 13 領域分析 14 点データの分析 

15 ラスタデータの分析 16 傾向面分析 

17 空間的自己相関 18 空間補間 19 空間相関分析 

20 空間分析におけるスケール 21 視覚的伝達 

22 地図の表現モデル 23 地図のデザイン 

24 双方向環境のマッピング 25 GISの社会貢献 

26 参加型 GIS と社会貢献 27 空間データの流通と共用 

28 組織における GISの導入と運用 

29 ＧＩＳと教育・人材育成 

30 GIS と未来社会 

 

ＧＩＳ入門・地図学・地理情報科

学の講義にお薦めします。 
 

ポイントはここ 

●空間データとは何か、データ分析、地図表

現、GIS の社会貢献など、GIS の基本的事項

を網羅。 

●講義テーマに合った章をセレクトすれば半

期の講義にも使えます。 

 

 

 

地域研究のための 

空間データ分析入門 
愛知大学三遠南信地域連携研究セ

ンター編  蒋 湧 監修 

定価 3,080円（本体 2,800円+税 10％） 

Ｂ５ 174頁 

ISBN978-4-7722-5324-6 

 

地理情報科学 

ＧＩＳスタンダード 
浅見泰司・矢野桂司・貞広幸雄  

湯田ミノリ 編 

定価 3,300円（本体 3,000円+税 10％） 

Ｂ５ 212頁 

ISBN978-4-7722-5286-7 
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